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第 3 章「伝播特性の初期設計による波動伝播の抑制」では，解析 SEA を用いた初期設計の課題
である，MOF＜1 の低周波数帯域における初期設計の有効性について検討を行った．その結果，
MOF＜1 の低周波数帯域においても，伝播特性である CLF を初期設計することにより，第一波の
波動により伝播する振動エネルギーを低減できることを示した． 






第 5 章「詳細設計への SEA モデルの適用」では，共振を抑制するための詳細設計において，エ
ネルギー伝播視点の着想の適用可否を検討した．エネルギー伝播視点の着想の適用可否は，対象物


















に活用する手法として，解析 SEA とモード解析が適していることを明確にした． 
第 3 章では，従来，MOF＜1 の低周波数帯域において適用困難とされる解析 SEA について，伝
播特性の設計に限定すれば MOF＜1 の帯域においても適用可能であることを示し，解析 SEA を活
用した初期設計が全周波数帯域で有効であることを示した． 
第 4 章では，実製品である GDI 高圧ポンプを対象に，初期設計による振動騒音低減効果を実証
した． 






デル，および GDI 高圧ポンプを対象に，詳細設計による振動騒音低減効果を実証した． 
以上の一連の研究成果は，学術的な新規性があり，多性能が求められる自動車用コンポーネント
製品を設計する上での課題とその解決方法を示した点で工学的な価値も高い．自動車用コンポーネ
ント製品に限らず，多性能が求められる構造物を対象としたバランス設計の考え方や手法を広く普
及させていく上で，本研究の資するところは大きく，博士論文として認定するに値するものと評価
できる． 
 
